
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 国分寺市環境ひろば 
   国   分   寺   市 

 

９月 11日（日）の環境ひろばは，国分寺駅北口駅前広場（以下：駅前広場）の植栽計画を監修した東

京農工大学名誉教授の福嶋 司先生に，駅前広場の植栽計画について，講演いただきました。まず本町・

南町地域センターで植栽計画の検討過程や今後の管理等の説明を受けた後，駅前広場に移動して，実際

に植栽の見学を行いました。駅前広場の植栽がどのような意味を持って植栽されているか分かりやすく

丁寧にお話しいただき，環境ひろば参加者 22名は駅前広場や武蔵野の森に対する理解を深めることがで

きたと思います。 

駅前広場をどのようなテーマで設計するかと

いう修景計画は平成 20年（2008年）５月から

開始され，市民を交えた「交通広場の修景計画

検討ワークショップ」を５回にわたり開催し，

「国分寺市の地形的特徴であるハケをイメージ

させる交通広場」というテーマが決まりまし

た。  

さらに，平成 28年（2016年）には「交通広

場修景計画市民懇談会」で，国分寺市の在来種

を中心とした，地場産の植木や花を採用する方

針が定められました。この方針のもと，樹種，

樹高，配置と維持管理体制の検討を行い，「国分

寺駅北口に武蔵野の森を創る」という植栽計画

が策定されました。この計画に基づき，駅前広

場の植栽は設計され，左図のように，国分寺市

を代表する植物ゾーンと武蔵野の森ゾーンに分

けたかたちで，国分寺市の玄関ともいえる今の

駅前広場が誕生したのです。 

地形的に国分寺市は，南の古多摩川がつくり

出した河岸段丘（通称：ハケ）と北の狭山丘陵

地に続く武蔵野台地上に位置し，多様な植生が

あるところです。駅前広場にはこれらの植物が

取り入れられ，私たちに国分寺の植生を，そし

て武蔵野の森を教えてくれています。また，国

分寺駅のコンコースから見る北口は，緑の国分

寺市を象徴し，背景の青空に浮かび上がる緑

は，心を癒してくれます。 （裏面につづく） 
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【９月の環境ひろば  国分寺駅北口駅前広場の植栽計画と現地見学】 

 国分寺駅北口交通広場「植栽計画」より 
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【国分寺を代表する植物ゾーン】 

国分寺駅北口を出て東側。国分寺のシンボルツリーとし

て“ケヤキ”，“サツキ”が植えられているエリアと国分寺

市の象徴ともいえる水景が見られます。 

【武蔵野の森ゾーン】 

国分寺駅北口を出て西側。国分寺市のある武蔵野台地の

森と狭山丘陵地の森のゾーンがあり，各々に“手入れされた

雑木林”と“自然林に戻りつつある雑木林”のエリアがあり

ます。 

熟慮された植栽計画に沿って創られた駅前広場の植栽は，各エリアに説明ボードが付けられ，皆さん

が十分に草花や木を楽しめるように工夫がされています。「まだ移植して２年しか経っていません。これ

から維持管理を充分に行い，10 年後には，駅前広場の木々が日陰をつくり，市民が憩える場となると思

います。」と福嶋先生は話されていました。 

参加した方も，福嶋先生の話を聞きながら，国分寺駅北口が「武蔵野の森」となることを期待した今回

の環境ひろばでした。皆さんも，説明ボードを参考にしながら，ぜひ駅前広場を周ってみて下さい。発見

があると思います。 

（あとがき）福嶋先生のお話を聞くまでは，樹木， 

草花の剪定がこれほどまでに熟慮されていたこと

を知る由もなかったため，交通広場の見方が変わり

ました。季節の変化，成長するにつれて変わるであ

ろう景観を期待する気持ちが強く，早く木の下で，

ソフトクリームなめてみたいものだと思いました。 

これを設計した福嶋先生とこれから維持管理を

行う市の職員の方に感謝したいです。(佐藤) 

  

 

 

 

環境ひろばのお知らせ 
11月20日（日）午前10時～正午 市役所 書庫棟会議室（戸倉１-６-１） 

『環境ひろば』は,環境（保全，回復，創造）について市民・事業者・市が自由に意見交換を行う場です。

皆さんのご参加をお待ちしています。 

  

９月 25日(日)，台風 15号の影響で開催が危ぶまれましたが，天気が

好転して，「東京都環境公社」，「姿見の池緑の会」，「国分寺市にふるさ

とをつくる会」の３者協催で「里山へ GO！」を開催しました。 

参加者は，東京都環境局のホームページで募集し，132名から応募が

あり，当日は抽選に当選した，25名の親子が参加されました。 

プログラムは，作業体験・下草刈り（写真上）と，クラフトとして，

ドングリコマ，竹水鉄砲づくり（写真下）を体験しました。竹水鉄砲は，

親子で竹切り・穴あけ・隙間テープ巻を行い，感嘆の声があがりました。 

東京都が行ったアンケートで，総合評価は，高い評価を頂きましたが，

クラフトについては，さらに高い評価を頂きました。具体的には， 

・子ども達にとって良い体験になり，安心して参加出来ました。 

・大人も，子どもも楽しめた。また，参加したい。 

・ドングリや竹といった自然の物を使った遊び方が，子どもにとって

は，とても新鮮でした。 

また国分寺市内から親子で参加された方からは，“すごく楽しんで参

加出来ました。” 等々がありました。(環境ひろば会員 白木昭憲) 

 

【東京の自然にタッチ“里山へ GO!”姿見の池で開催!!】 

 

 

 

 

親子で下草狩り 

親子で竹水鉄砲作り 
 

駅前広場のシンボルツリー 


